
地方創生交付金事業評価シート

担当課名 経済産業課 事業No. 3

事 業 名

目　　的

実施内容

達 成 度

【事業費と財源内訳】 （単位：円）

計画額 交付金充当額

1,400,000 700,000

【平成30年度の取組と課題】

【今後の取組】

徳島東部地域におけるＤＭＯ推進

　徳島県東部地域15市町村及び民間事業者が共同で徳島東部地域ＤＭＯ「イース
トとくしま観光推進機構」を設置し、戦略的マーケティング、情報発信、広域連
携による観光地域づくりを推進する。

　観光資源の経済効果の向上として、次の事業を実施。【地方創生推進交付金事
業】
1）藍の館で藍染めをメインにしたモニターツアーを開催
2）観光資源の魅力度向上をテーマに定期的にワーキンググループを開催

重要業績
評価指標

(KPI) （※事業評価については、ＤＭＯ法人の外部評価委員会において実施）

1）町内での新たな観光資源の発見と観光客の満足度を調査するため、試験的にモニター客に
よるツアーを開催しました。モニター客へのアンケート結果によると、藍の館の藍染め体験
は大変好評だが、施設内の説明・ガイドが欲しいとの意見があり、施設内の説明等について
見直しが必要。
2）観光に意欲的な町内事業者の方を「キーパーソン」として「観光資源の魅力度向上」を
テーマにワーキンググループを開催し、モニターツアー時に藍の館で試験的に物産販売イベ
ントを行った。観光資源の魅力度を高めるためには、「観光客」をターゲットとして環境整
備やコンテンツづくりに取り組む必要がある。

　今年度は、ＤＭＯやキーパーソンと協力し、日本遺産に認定された「阿波藍」と絡めて町
内の体験型イベントやコンテンツを１つのツアーにプランニングして観光客へＰＲを行う。
　令和元年度からＤＭＯに地場産品のＰＲ及び販売促進事業が加わったため、「食」の方面
から藍住町を知ってもらう機会になるよう、幅広い地場産品のPRを行う。また、町内の観光
施設・店舗をつなげるためにワークショップや新たなイベントを開催する。

※藍住町地方創生推進会議の意見

（※事業評価については、ＤＭＯ法人の外部評価委員会において実施）

平成30年度 実績額 備　考

事業費 1,400,000 事業費の1/2
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